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図 2 120MHz 帯 RFI（本学） 

研究成果報告 

宇宙の解明のための宇宙観測技術は、新たな観測周波数帯の開拓や、空間分解能の向上などにつなが

る観測方法/装置の進歩に支えられて発展を遂げている。今日の宇宙観測は、宇宙空間の天体・物質か

ら放射される様々な種類の電磁波をもとにした電波天文観測が主流になっており、パラボラアンテナを

用いた数百 GHz 帯くらいまでのマイクロ波からミリ・サブミリ波帯の電波を用いた観測をもとにした宇

宙の法則・構造・メカニズム・成り立ちの解明が進められている。2019、2022 年のイベント•ホライズ

ン・テレスコープ(EHT)プロジェクトによる巨大ブラックホールの初の撮影もその成果の一つである。

宇宙の物理の解明には天体から放出される電磁波のほかに、近年、初期宇宙の成り立ちや大規模構造の

生成過程を解き明かすことを目的とした低周波帯の電波観測が世界の研究機関で活発化している。 

本研究では、より深い宇宙からの低周波電波の観測を目指して、低周波電波天文観測に最適な観測地

選定のための検討および調査研究を行なった。深い宇宙の銀河などからの信号は微弱なうえ、われわれ

が利用する放送通信電波などの人工電波のほか、電離層による反射が大きな電波障害(RFI)となる。本学

の位置する千歳市と比べてより電離層および人工電波の影響が小さいと予想される道北エリア、および、

高標高エリアにて RFI 観測を実施し、国内における最適な観測地選定のための調査を行なった。高緯度

エリアとして北海道最北端の稚内を選定し RFI 観測を行い、その観測結果の１例を図１に示す。図は 120 

MHz 帯の RFI スペクトルである。比較のために図２に本学における同周波数帯の RFI 観測結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

本学は新千歳空港に隣接しており、航空無線の影響を強く受けて多数の細かいさざ波状のスペクトルの

ピークが見られるが、稚内では２つのピーク以外はノイズが微弱であることが確認でき、本学のような

空港に隣接した中核都市や大都市での微弱な宇宙電波観測は不利であることがわかる。続いて、人工電

波の影響が小さいと期待される都市圏外の高標高エリアの調査のため、富良野ロープウェイ山頂（標高

900m）にて RFI 観測を行なった。やはり、本学と比べて格段にノイズが小さいことが確認できる。比

較のため同じ都市圏外エリアの洞爺湖畔での一昨年の観測結果を図４に示す。いくつかのピークがみら

れるが、本学と比べて特にピーク以外のノイズベースのさざ波ピークが微弱であることがわかる。 
 

 

 

 

 

 

 

以上、本研究では、微弱な低周波帯電波天文観測に向けた観測地選定要件を明らかにすることを目的

として、条件の異なるエリアで RFI 観測を行い、RFI ノイズの比較を行なった。その結果、高緯度であ

る北海道においても、都市部では人工電波が強く、宇宙からの微弱な低周波帯電波を観測するには不向

きで、できるだけ都市圏外のエリアを選定することが重要な要件の一つであることが明らかとなった。

また、稚内での観測は港湾と山で挟まれた市郊外であったためか、RFI ノイズが小さく、地方都市でも

郊外であれば観測の要件を十分満足する可能性があることがわかった。今後は、こうした結果をもとに

した候補地での宇宙からの電波の試験観測に移行し、本格的な観測に向けてできるだけ強い電波が受信

できる観測地要件を明らかにしていく予定である。 
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図 1 120MHz 帯 RFI（稚内） 
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